




















『古今集』は、一一一一首採入されており、 「四季歌（春上・春下・夏・秋上・秋下・冬） 」 「賀歌」 「離別歌」 「羇旅歌」 「物名」 「恋歌（一～五） 」











勢物語』の中では、男 人の娘を武蔵野へ連れていくと、国守に盗人だと捕らえられてしまい はそ 叢の中に置い 隠れた。そこで国守は野に火をつけようとする際に その娘が詠んだ歌という設定になっている。
以上の理由から、この十七番歌は恋歌として解釈することができる。
















長歌を基にしている歌から始まり、撰者たちの人生観を込めたであろう歌で恋 が締めくくられている。このことから、 『古今集』が成立した時代の和歌の在り方から、当時の考え方を取り入れるように歌 並べられていることがわかる。
恋歌であれば、 「君」や「命」など、人の身に近い言葉や、 「恋しき」




























「あだ（移りやすい） 」と掛けている。また、下句で「誰かは春をうらみはてたる（そのような春に、恨みを言える人はいるだろうか。 ） 」と、人が心変わりすることがわかっていても、それをなかなか受け入れられない気持ちが混ざっている。ここから、 恋心を詠った歌であるといえよう。
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。 「常に」 ということから時間的に長く感じ れ また 「大和撫子」
というように、美しい女性をイメージすることができる「とこ夏」は、恋として連想できることがよくわかる。
一六七番歌の詞書を見ると、隣の人が常夏の花を欲しがっているが、





は、 「梅の花」 、 「桜花」である。 「梅の花」は、ついつい立ち止まってしまうような香りを放つ花であり、 当時の人々も 「香り」 といえば 「梅の花」





ている。 「郭公」は時を知らせる鳥として有名であるが、その鳥が鳴くのを聞 て時間が経っていることを認識させられ、昔を恋しく思うことから、恋とし 捉えられ 歌もある 考えた。
続いて、秋歌について考えた 。秋歌は「天の河」 「萩」 「女郎花」と
いう語が含まれ 歌が、特に恋 と捉え れやすい。 「天の河」というと織姫と彦星 想像するであろう。二人が一年に一度 か会えないという七夕の日に、二人の気持ちを考えながら詠んだ歌がここに採入されている。また、和歌で詠まれる「萩」について、 『日本国語大辞典』では、

























































































ができる歌について取り上げた。その中でも、第二章 表に記したように春歌や秋歌が特に 歌として解釈できる割合が高 った。
第三章では、春歌と秋歌中の恋として読み取れる歌を取り上げたが、
春と秋とで同じように「色あせる」と「心変わり が掛けられていても、秋の方が、女性に例えられるものが多く、歌全体が恋の訴えに捉えやすい傾向にある。





















7）平田喜信・身崎壽 和歌植物表現辞典』 （東京堂出版 四
（
8）日本大辞典刊行会編『日本国語大辞典』 （第二巻・小学館・一九七三年）
（
9）（
8）に同じ。
（
10）（
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